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日本ユ ネス コ国内委員会 自然科学小

委員会海洋分科会は第45国 会議 まで

で、 その後暫定的に 10Cに 関する打

合せ会 という名称で下記のとお り開催

された

11)iOCに 関する打合せ会

第1回会議

日時 昭和4 7 年8 月9 日( ガ0

1400～ 1600

場所 国 立教育会Ff第 1研 修室

議事概要

l IOC執 行,学 会第 1回 会議について

F月 3H～ 8日 に夕ヽ ンブルグで開催された

この会議にど!にした菅原を虫か ら、(D会議に

は 171巴 手国掛よびSCOR、 FAO、 WM

O、 国庄手の代表か参加したこと、り会議て

は IOC■ 本局長の候補者、 IOC機 構の改

革、 ICOSS、 海洋汚染、信託基金等↓●つ

いてを法したこと、●,GIPME国 際討荏グ

ルーノか技置されたこと、0第 2回 祭姦を明

年1月 に開催することになったこと、等の報

化があった

この報告にliし、 IOC信 託基金を淳洋学

者の教育 ・コ1棟にあてる場合には、ユネスコ

海■学年の活動との調驚をすべきこと、わか

国 もを吉拠白金を検討すべさこと、CIPM

E回 除調芸グルータに対応する国内違格会

(海洋汚染)を 環境庁を中lbに構成すべ きこ

と等の意見からつた.

2 海 象の解わら,法 と予報モデルについて

10Cか ら情報提ltの依頼のあった本件に

明する誠すについては、水と庁、気象庁およ

び海上保安庁の周答突に東海大学関係のもの

を加え、 IGOSS国 内注絡会事務局の気_j

庁がとりまとめることに/Jつた。

3 海 洋現境に関する研修ヨースについて

ユネスコの妻「高により、わが卜1の海外技術

協力計画の‐家として、明年度から,七人を中

心に開催する方向で関係者と協議することに

なり、とりあえずそのネ案を北大 (竹内調査

委jiを中,どに)て 8月 中に■脩することにな

つた。

4 そ の他

「IGOSSに 関連する海洋記査に関する

串門家グルーブ」の第 3回 会議についてのま

見|よ 意見があれば安楽正照氏に直接関係者

各自か連絡することになった。

第2回 会議

日時 昭和4 7 年1 0 月2 5 H

1  3 0 0 ～1 5 0 0

場所 文 部省 第 2特 丹Ⅲ会議室

蕩手概妥

l CSK卜 際調整グルーブ第9い1会議および

第 3回 CSKシ ンポツウムについて

開催日時については 10C敦 イi理事会第 2

回会議キ IOC語 公議との関係を考ほすべ き

こと、 フ ィリピンのロンキーロ氏拍=卒せのシン

ホジウム案については 高支邦 lrにれ点 とおさ

す ぎているが お持むねjlF当であること、回lf

調整グル ーブ会議の仮議事 日程について検討

をためるべ きこと等の意見かあった

タイ国内調整員あてには、これ らについて

伝えるとともに開催決定については早泡に回

答す るよう連絡することにな り、 シンポジツ

ムについてはわか回も積極的に参力「する必タ

があるのでグイからの回答をまってlll内の周

知方についても検討をすることになった。

2 海 洋環境汚染について

CIPME国 際調整グル ープのわが日の代

表は皆原調査委員とす ることにな つたち IG

O S SIII洋汚共モ‐タリング ・パイロットフ

ロジェク トに関す る質問書の回各実は、環境

庁を中,どとした海岸汚楽卜内連格会において

〓講内国

r
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作成す ることになった。

3 そ の他

11)海 洋活動のための海洋 ・大気漂境プログ

クツに関す る質問書については、気象庁れ

洋気象部が中′きになとめた回答案は了なさ

れた。

0 0DASの 法的地l‐に関する条約女作成

のための政府専門家準怜会議にないて作成

した条約草案等についてのわか国の意 見は、

別途検討会を開催 しま とめることになった。

り CSK千 ‖行物等の海洋資料センク かヽ ら

の合湾への送付の是合については外務有に

検討をねが うことになった。

14)環 境庁か ら、海拝汚染国内連絡会が 9月

8日 および 10月 2日 に海卜資料センター

か ら、海洋資料変換 ヨ内連絡会が 9月 19

日にそれぞれ開性された 旨の報告があった。

□ 海 洋資料セングーか ら日こ布 資神のと■り

の 1972年 度国内海■ヂ査fl詢を IOC

事務局へ提出した 子の報告があった。

口  I G O S S 国 内連 絡 会

第2国 会議

日時 昭 和 47年 12月 5口 (火)

1  3 3 0 フヽ 1 6 0 0

場所 夕 i象庁海洋気象言L会議室

議軸 要

1 第 1国 会議以降の拝過報告

11)ICOSS関 係事 務処理状況

イ.ICOSS Pllot Proj● ct

, .  h r l a n u a l  o n  D a t a  P℃F L l i S  l l  l  o n

f o r  t h c  P t i r p o s c  o f  I  C O S  S

ハ。 I T E C  H

二。 I T E L

ホ.IRES

へ, IPLAN

な どの関係事務処理状況 につ いて報告され

た。

な士、 ICOSS関 係の情‐fKが十分しら

れていないので、そ の経緑などに関し、気

象庁において、目下7説 事項を取りまとめ

中である。

口  IGOSSれ 行面での問題点 と現況

イ。GTS関 係

口.[」本in十局関lT

クヽ. IGOSS Dataの 入電、斉Jf〕状況
二 気 象庁 と他官庁問の通信 回線

などについて華告かあった.

/4ホ、 B AT IIY電 報などについては、

そのittti宗社に不明な点かあることや、A

DESS容 量のド!祇、電女のヘ ッテングに

ついての不明rFさ、な ど間槙 もあるのでこ

れらについて、関係官庁の通イ千手関係者をも

合め、三官|十のリアルタイムと` 1交換手ドヽ
″サi会にない て討ま して もら,こ とになっ

た。

女、漁業1青報サービスセンターに も,:!滞

を とるようにす る。

131 1PLAN第 1回 会豪哀手について

生安庁か ら報告された。

(41 1COSS Productsの 夜挨につ14て

気象庁か ら 1ヽキされた。

2 そ の他

111 1GOSS関 係について、七が回 として

は、現在受身的なさ岐であるが、そろそろ

珂内的にも‖1カ||キ!をつ くっておくべ とで

はない考ぉ

これについて

イ マ ‐キアルその1」の情報を関係者に円こ

均テしておく。

口.みを業 ど「チにttする 郭ヽ サービスの現机

を両査 して若く

ハ・ 日 本ては、仁織上アメリカのNOAA

の ようにてきないので、担当官庁が述綜

を五にする必要がある。

二。IGOSS関 係て日本を代表するのは

おもに三官庁てあるとい う考え方が必要

である―‐

ホ 三 官庁にかけ る、 IGOSSの 予算化

プ

J



については、 現在はまだ研究的な五か多

い ので、■↓業化へのめ どがつと次有考え

る。

な ど意 見か出された。

0 本 連絡会は、調雑機 関ではない ので、調

整を要す ることはュネスコヨ内委員会で処

理してもらい、ここでtt■jHに 車点を士く

ようにする。

□ 違 rl水可か らのを加希中については、 ド

由に出席 して もらう。止神は必要には じ、

東ヤ】工水Ⅲ'からとって もらう。

し    ( 3 1  国
内海洋調 査技術連絡会

第22回 東北海区海洋調査技術連絡会

日時 昭 和 47年 12)」 13日 (水)

0 9 3 0 ヽフ 1 7 3 0

場所 む つ市_4労青少年ホーム

議事城要

l lT会 挨f‐ 大 湊地方格監部幕算長 姫 野 修

2 昭 和 47年 東北海区癌況調査発表

3 昭 和 46年 東北 t・I区の花合海況について

4 7合 '研究発表

111 去l・県冷岸哉 におけ る海況の季帥変化

働 前 EDTの慰楽事項 について

第26回 西 日本海洋調査技術連絡会

口時 F月和 47年 12月 8日 (ω

場所 北 九州港付 LFII合 会 議=

議!Ji侵タ

1 ギ 和 47年 度r4洋 「lttr過 ;R告

告機関

2 昭 和 48年 に,こ洋調査兵ft計画について

各機関

3 東 シナ海、貴れに封する水■の呼称につい

て         山 んに水r研 究所

4 請 i寅

111 最近のit洋調介にHDtする問題について

海_l ll安庁水路部海象課長 堀  定 市

口 た 洋資十l tzングー業務の現状について

こ・
12+ |したまと南方■iの利用攻における視J流結求

について ま AI古i夕i安む 小 付久夫男

(31 表白i水‖分千か らみた津拝暖流の東方ヘ

の改||について 束 化 えよ研 黒 」隆哉

lll lヒ方Ji栞帯fut(与にイ烏夕1岸沖つ の昭

和 46年 度におけるた況夕動について

高館た|キ汽象台    本  克 芭

D 金 率山沖の暖水坑 (昭和 47年 に調査結

よ■水庄 久舛11 1 1

炉t) 東 北区水研

5 調 査 ・研究

11)束 ンナ海における水よ、塩分、溶在崚卒

の十年十高について

長埼海洋気象台      土 日武姓

□ 人 エクラグによる東シナ海大陣制上のた

kた 動に関するTli究

西海に水F研 究所

的 穴 シナれに■けるらん・t‐の表面分lfにつ

いて  気 象庁浄洋 r―象部  利 J 古

111 種5■島沖合冷水と丹測沈路の傾向につい

て 孝 十官|工海上併安本部  H市 十二 rl

旬 拘:島操たなのれ、潮泣触抑!枯只について

第七告医与」=イ呆安本部   益 本利行

0 九 ||1北十倉良諏戸のれ,(とHi声Fについて

第七缶「えた上よ=本 部   茂 木昭夫

安束永和

17)東 シカⅢ北IF海域にとヽける,1舟116年 夏

手(つ海すこについて

西お区水と‖究所

海卜資■センター
r 4 回昭 三

井上に丈

武蘇古一郎

“〕 七上 自衛隊BT徴 源1の現状とその■卜1姓

理 について 海 拝た,1隊   桁 日行夕)

5 4.な すJ合せ

11)昭 和 lF年 と調査計向について

121 イ和 48年 度 の当 Tt官庁 について

―
―
―
―
―
―
―
■
■
■
■
■
■
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第27回 日本海海洋調査技術連絡会      2 昭 和48年 度海半調交討両報告

各機関

口時 昭 和 47年 12月 14口 (勺       3 瀬 ■内lⅢ汚染前企体制について

0 9 3 1 - 1 6 3 0

場所 海 上 自衛隊舞縄地方桔監部        4 講 よ

練声内た大き!水F撃に型のを 設について

議事概要                       中 国工業技術試取所長   福 田 保

1 昭 和 47年 度海拝観711の概要        5 ず 介 ・研究

各機関       1 豊 後水走伍抑|キ'li

2 昭 和 47年 の日本海海捉万〔ケ4)承語         神 戸海洋気象台      山 本子二

当番機「ll       せ  人 技ヤ̀海況の■tF年変化

3 昭 和 48年 度lt拝観刑の言向            や ■:十'汗夕t夕合      山 本克己

各機関       十 出 不 年生の赤 rliと単常押

4 講 長                       iけ ■とす夕快 |,      ′ 榔 た    ソ

海洋資料センターの たなについて      1 沼 和 47年 生に対する練戸内海の塩分低

海洋資料センター所長   二 谷淑男     下 と|【撃言t化について

5 調 査 ・研究                     百 西▼工区水たfrr■″i    村 上彰 男

11)日 本海南部海域に■け る冬子の海洋 ,大    コ  どれ たにおけらホ市発生 ll況と環境

気間の本変換号について             よ ん尿水rl跡 場     橋 本欲将

舞鶴海キ気象台海洋課長  赤 松其_r   n 靖 店離 ・大に拷の生】1について

0 三 回港付近のお刷れについて           売 Jモ争匹と上十六安本部   え ! 工 ri

第八管匹海上保安本部   岩 田 |と   17)広 島たの流況について

0 日 本海に十けるフランク トン|」の特性に      第 六管にドエ上,市贅水キじ   中 能す二行

ついて

日本海え水に研究所    小 牧,'直

は) 山陰沿岸における解層の年打 とと水■の 2 国 際 会 議

関係につ いて

海上由徹 海洋業務隊   小 山tえiに 海 洋 関係 会議 予 定

|〕 若狭湾の表面流について

第八管に海上保安本部  白 丼‖大Pし    今 伎1年以内に予定されている海キ閥伝の    サ

回除会或て、日本に関係あると思われるもの

第2回 南海 ・瀬戸 内海洋調査技術連絡会     を お載した。

日時 昭 和 48年 1月 18日 ●的        111 10C関 係会議

0900～ 1700

場 所 広 島共済会白i会議室           'を 和 48年      海 拝科学における教育JI

3月 F日 ～ 9H   練 Ⅲ よひ相とた実pllに関す

議事械妥                   パ リ・ユネスコ本部 る 作米れ _‐(TEMA)

1 昭 和 47年 度海洋調査汗過報告                 第 1口 会議

各機関



昭■148年      海 ■求境汚来の 上昇的覆  'を I口49年      ODASと 的ナ!ちl~にFrFす

4月 2H～ 9甲    奇 (CIPME)同 r試   1月         ら 女約
‐r治

ィ文のための■

P/ド ン     率 グル ープ第 1回 会義   場 所未定      Fl専 門家第 2「 会議

昭和 48年      IOC報 ィデせ事会第 2回   昭 和 49■     六 十洋津淡啓報和1杜□門|

5月 F申～ 12国   会 義           2月         訓 ■クルーブれ41」会よ
パ リ・ユネスコ本部              場 所ネ定

昭和4 8 年     村 3 巨i C  S K シン下ジュ  1 2 , そ の 他

5 ) ! 2 6 日～ 2 9 日  ― ム

バ/コ ック                   ]』 和 48年      無 ・rj吐行等liに関するI

5月 19日 ～ 27自  HO・ IMC()合 ,う十別

昭斉H48年       C S KIIi際 評卒グル ープ  モ ナヨ        =■ ユi

5)も30H～ 6月 1□ れ |[」な|ま

夕`ンヨック                    |「 1+日48年       l II O孜 子il翼析|+11た部な

9月

昭千コ48年      ICOSS技 11的システ  モ ナコ

5月         ′ 、ア十イン,開発 ・ナー

ウ)才未t     ヒ スに 巧す るIOC・ W  ■ ■148年     常 7「1回〕|アジヤ五ナt地

MO平 均よ合「1会す (1  10)115日 ヽ27日 攻1也「i会議

T E CII)第 1「+会議   束 力「

拓■18年      国 際海岸資|1交換作業部  屯 千「48年      UJNR海 i二資源 。コ子学

F,19日 ～ 14日   と ■ヽ7,」会議       〕 0月       訂 i算=す 1十四米在キ巧会融

‐ュ ーJ― クLIl:土な再              ヮ シン トン

t 召ホロ4 ヽ 年      I C O S S フ ーキンクヨ

こ 文ネ… … れ談

■アロl H tt     LGOSSに 関するIO

8)l        C/WMO合 両第4仲会

' ュネーブ    嘉

」和 Ⅲ心午     IOC執 行理事会第 311

11月        会 議

ズ リ・エネスヨ本者,

言=舟14S年      10C第 1」 t会

11)J

パ リ・ユネスコ本部



紹      介

日本における海洋汚染調査計画

政府間海洋学委員会 (IOC)は 、企 土界的な海il汚染調査のプログラム (CIPME)を 考ば

している。その為にとず企ナ也球れ,1観】!網れ紙 (IGOSS)の 枠内で海洋汚」4L調査のパイロット・

フロジェク トを計両することを実励し、そのま碇資■|として、IOCと 世界気象駿F75(WMO)連

そで、昨年秋現在実施中および近い岳来の言il「Jiをも合I)た各国の海洋汚条調tt計両の報↑iを求めて

来た。日本ではCIPME国 内1堪格会 (IOCの GIPMEに 関する国内対応母体として、ユネス

コ国内委,i会自然科学小チ員会,洋 分科会の下にキ年 10月 設定された各名時間の土格会で、ユネ

スコ国内委員会や外務名の他に、れ■汚楽調査lit施樹関として、気象「す、た上供々崎
i、

宏坑|「、水

た庁牛がメンパーであり事務局は娯ナ庁水質tX企局か五Jlする)力S攻liiしてl‐3答案を作成し外務省

か ら返答された。その返答内年を主体ととンて、ltのl‐lの情‖tをも加えたロアtの海i■汚染調査fl向の

概要を紹介する。 (月」を」ヽ 工ひ‖J表李,つ

B召月的イ8 力れ テ然調

ヽ
）



( ,」表 )

観 測 言十

イ   G:

。
   ( 1

項   目

測 定 項 L

〕J 定 項 t

士 仁 ケ

京に回上|



, t 化枝 | ↓

観 測 計 F i のJ

イ い 1内、国際】り

, (種     類 )

］一中
観

一
卜は

士 と 分 t l セン グ ー 気 象 庁 海 洋 気 象 言L

よ任■til女年処理センター tt洋ムJセ ンター (海 1イ安liよ路古じ)

( 別表 )

問 Hr、

コ|

モ ニ タ リン グ の 頻 度

削 定 項 日 ( 汚楽 肋 P )

いi  t  r l巳(わ I」、化 学)

方 ,(

日■正ⅢⅢ   年 1に

1 3 ' Ⅲ恵  f 1 2 に

1 5 5 ! 被 年 1 亡」

! i t 生| = ( H g 、C d 、 1 ) b )

C  O D 、 N  H l ― N、 O セ 、 N ( ) 2 - N 、

N ( ) Ⅲ一 ヽ、 P ( ) 1 - P 、 1 ( ) t Ⅲ l  P

十,上■|ナ庁 (小鮪 部)

!

年 l  J 女は 2 口

( C r 、H H 、 C ( 1 )

、 1 ) 0 . ―P 、 S 1 0 t 一 S i

P C B

十= i l 汚共 モ ニ タ リ ン ク i 十卜打 ( 4 8 年 ■ )

「叫   内    キ 1   瓦

汚央 ′` ァククラ ン ド| 」企

ル 1!   L  と   , ちt 各

ｆｌ……ｉ

　

査

内

　

共

‐卜ｉ

　

十市

秘 政

i t、Ⅲiちち

C O D、 0 ,

析

■ ,  H… …原 ⅢⅢl光分Ⅲ千ユと

cor)… …… 向 f功電Fli札 ヶと,己

N I14~N… 分比土「f4古luン トフェノーねよ)

()セ  … …… ゥ ィンクラーよ

N Ou一N…Ⅲlとと―唯ブ官Iウ
ムカラム)

0ヽ!一N…ⅢL芭よGど)/ラよ
イタ‐)

PO+―P …■と■よ モリフテンフルーよ
アスコルビイ,
itil!|=lj

l otal P に とょ (メンノニルを,

i3   … ………'ス ク11マトクラフィー

COD …  … … 向効:有rl y旦

(坦マンカン骸アル カリよ)

0 2 … … …… … ウインクラーよ

S102-Si……比色をキ(テとごてと)
PO=-1)…  … Hi色よ モ リブテンアル内ユ

アスヨルビイ弦
士元キ↓ll庁!

小|と、' 1み、 ⅢⅢに、水と、透 " | !え、

水中呼吐、 P  I I、C 0 2

■分、たすこ、水と、透 lj=、 P II

観 】itた 、 it十 と 枯

ホ占i:似〕十■告 (1と洋Ⅲち)に はぶの 予定

工上洪″庁よ苫|ル洋汚共古令=

こ

- 7    -  - 8 -



画

　

査

照

02-Si

フフ ィー

ルカリ十五ッ

子浄
万ンブルーとi
ルピン設
使用

の予定

T T とヽ在 及 び■ 1阿 ～ l  J」

0 2 、 C O D 、 N 0 1 - N 、 N O t t  N 、

｀ ()3 ~N、  1'()1 -P

i占、 ti金ほ;(Cr、  Hg、  Cd、  P

C O D 、 0 を 、C N 、 A S 、 P O ‐

人陽由す1 パクテ リア、 1 ) C B

i出 … ……… ……洵分於庄:|

COD … ………COD自 動分析吉|

02… ……………DOメ ーグー

CN…       … … C N tti動分Ⅲ「吉|(1工極を=)

N H .一 N  … ァンモニア電生

iと

上力 r:物H … … CM■ サ忙工 J、 シンテレー

ション、 カウンダー

COD … ………迪マ ン方ン按アルカ リよ

02… …………… ゥィンクラー▲

N04~N、 NO!― 一N、 N03~N

P04~1)は 女安庁、|,上t‖々 |すよ に 」じ

査室

山

　

掛

討

　

訓

内

　

染

河

　

汚

一判
　
　
■

内

　

共

回

　

十●

/1■、|!た分、こ ちと、|=れ、PH、

故ちiと物よ

向 切  タ  ド↓ 兵  置 向効わせ■!1=|―i、わtttJil

地 方 公 共 H 体 水た庁(4と存ち軒と女けり

ヽ - 8 -



査調
目

〈観4

海 洋 デー タ ・ス テー シ ョンの国 際 カ タ ログ につ をヽて

ま1打ど1 1 1 !キ■
‐■虫会 ( 1 0 C )ち tヽ W ) ' [ちに工り、i i t■! |■センターてj■りまとわ中てあった

中だカダ・夕のうL  ⅢI‖!テー′,セングー (氏D C )と してす) 1 1当l  r fの品l t方t t了したので2 ) 1

わイリ1  0  C  t i l i l‐:うて, (十■と行した。今後、 1  0 C  ⅢⅢⅢtにいいt t、 iと,■ ■■IンターA G (

i■、 1舛 ! | |ヒンr ~ B (ツ l o、 : ,■科!発|」' 4 : | | ! | : l C E S (す ンヤーク) JヽIひ| ! ! !す

―′・+!ンクー ( il〔)の 十1ヤ)のテ
!―ク・|!ンイー打ヽら!工lit'↓ギLI十■を十lit'|[、十J十!|テi―ク・

ステーションi」に|力′Ⅲ'と tンて ltと,ユる 3争忙 ftわら,

な者、41‖対,3 tヽ,工|と ■|‐十fi■ とンターt lliたの卜式の力/ロ クとJ れヽにもに■も'1し、I()

Cに ■tl!iし,itのう一 ||■を考tつliち司くだにすイナ改した。|11表 と'「1と tittil!「lit'■たデt、第 2衣

と弔!rifi,t女●刊|十ケモ↓、十■ 定li■い !,trトディ・い■ットげ)ものてある.

士デよ JIIれ を,t,|して|☆いた |||と■に回ばヽ11の竹|■に11り手かってい ます力t、rJ■をよりに

■4も のにす'う■itも 、すてにIⅢ■をたよい'こ十■のヽて人iちな■1‐4を
!たしたもの'j工ヽひとH客以

後十「た![‐=在さを1た||||「■―イ・ステーサー!ンう■ら,立 し'tられ■ らせ F=い 。

■ll~カゲ度グの布十itと'liして卜 !||||デーダ・ステーン■/に ついて1■、「本邦月TlたIFテー

ク・ステーション ‐化 1(首 hi!〔、 11t、 ヽ9X〕 !けoつ とlitiiし=t′たのてど布Ⅲ!のせた に1■

をン■―キて中し1 与↓` 可とい| ‐t i l  i  f i ‖のt ■にといテ] 1 士す! しI J " i l i 性輝 ( 下どな声| ) に

すJし|メく|■111L IJす■十1、

′

】

|1111ケ|■ rr‖!

″   十十 1 1 i

it女|十1体iを|ィtll古[

イ  生|111Fi l,i

よ!ケ 「1■ヒニよt研 究所

″  ,【|十Hモ   ″

″ | ! l t , ■ ′

ィ  it r,4   ・

,  口 | キ, | 二 十

!ヒlf i上+1工i!11(|ltti'十li

/ /   ‐I I 十, アJ   イ

″  t 」i l r i   イ

を十千ち||〔'iと|| l i l十1

占|■ナモチ1ltiJ li■1‐IⅢ女|'!

!すill★らヽ1(||| !il111 1;

千十ら|  !

″ 内 `″

|:lfイ'1(i■ii;'i■|

サ'!ミ||,| ″

|,ir労(   ″

二 11坊|■||■LI:■1!ち

|‖子〔亡」tl  ″

″  小 i十1■ti十11ち

ri, テ|ょ!1‐■':Ⅲ!

l t , t ■  ″

r t , | , t l   “

| !  Ⅲ」|    ″

t t 1 1 1 , す|   ″

L ―! コい ―キ|  ″

″ | 十ヽ1 '  ′

十1 ! す十1 1 . 1 1 !  ″

″  | ! | !  ″

■ | ■    ″

″ の D■i,古イ

い!iド1妹よよAサ 1' ,

1 ・t ■妹    ″

十■■'1■,lAFll,

■■〕打よFiユ政iら

ア」IⅢ(  ″

″ 神 地ユ序i〕坊

所十1,|よFi女|カサ歩

■ 1'|  ″

と'|七十1:,itiメ

|れ一|千:41七献it

,モ   ″

れユ  〃

:ヒ十と,i卜たr「J

l  t i士十l i ) t f i  t■i↑F l =

ン″―■ケ立■i

i■■JIJ上

予Ⅲ信 弓拘‐キ夫おけよ

lt!ヒプ(「!ず:七tl:

束方〔大学F tヰ」j

″  地 十= 研究| ' i

束,くFr市大学よ」学十:

Ⅲヒじ大学,■ 研1先所

fi Ft'1士)(■ 十1学,■

広十Ⅲザ〔年1と'卜古b

llイ〔★午t ″

Ⅲ亡「■古丘1工 JI な々〃i

イ に キ  〃

′ 高 キH  ″

1中Pl月 先ナう

人にkh!Jr世,1卓打弓

- 9 -
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内案務業5

1 1 1  昭和 4 8 年 度業 務 計 画

叫和 48年 立に|,けら|ユエrt―itン ダーサ)

業務計いを相介[ン` 十すと問係戦い1ちよび―'

利「1者の功itはアⅢl]とれ力を■!モし十す。

(1)れ キ市章に■'tX!f

lイ)国 内たキ祀木言‖

夕1年に止つて、町|千卜 F年 比t/D日ヽ 十■卜i‖!

奄長施状i)とお よびば■148年 ,の 生h ttFIの

高すか、i5上併■「|、気よf、 ホtけ 、F'街

崎
:、業境庁、工業技付咋、大半、キ」有,」(

た試験場告の国十内機円について■地さ力 る寸

定てうる。

なお、倒内関係機円の■|五r lillに|工と ',tン

めるため、 こ'1らの十■t'i tf'Ⅲ■F」に111J

して、モの|lf'1■I()Cに ■■するよ■]()

1)Cニ ュースIⅢ l'ナに'十Ⅲl☆したいJ〕て、 ヽ「

枝弾の池大なれ力を■'1いしなす。

ぃ)ROSCOI〕 (た卜酎FS‖tD

政「4問|い工学ニユ会 (10C)第 7 BI会1差

のよ法にイたつて、Fl和47年 十Lよ り前iとの■

洋説益Fi十向の中、国内公式舌「よ|(DNP)ネ

よびCSK、 l Bl)、('ARPの ような どチ

共 叫討士の十与i羊消在子をttROS CO Pフ ォ

ームを使||する ことになつたのて、この'7す

―ムに よリエイ!される工り打おを十■いしf

す。な十一サの十1単高iに つ い てヽイ1●」〕テ

ー′rllJの幼'tをltかるたわ、 ROSC()P

ァォームを■|!するように■時い したい.

な芳CSKの ROSCOI)に つt てヽ |よCS

K N● 、sl●il●r ｀   4()う らヽRPSC0

Pフ ォーど、で男 1工されて■りをす"て 、R( )

S C O P作 , 1に特して■キttして |さい・

=た R O S C O Pに 'す る卜十卜をオ lt ' 1

る時はセンダー=て ■河い合せ下とい。

″, お 拝デ ーダ ・ステーショントすれ

た洋デーダ ・ステーション コチカメロ′作

成のための 十■取■を11年十二に■比 し、その

||ちt 1 1■十1 1  ■ ! ! !十1二 ・|■■す一′・ステ

ーラョンi■il カ`グ‐Jクセ'lt!■]|し'1よう!こI

( ) Cへ , l t i「と方|■、1 0 C i tすいて十よル ーメ ・

サーブil‐1 1瞬力′ロクと文Ⅲ貨す る■i、こ加

うliH p― to― dattに ■ヽ十さ'|る ことにな

つ こにハ1)十 ltつ て｀十仁古tデ丁―′'ス テーンコ

ンt lrJIょ!ケ ,1を′にじた1''合=た liコたにⅢ

liデーf・ ステーンJン かさどiさ れ,11ち合ti

tげ〕邦庄声卜食■|センダーヘil■口'1いセす.

ⅢI I,|十地“/1し球均■す―夕日館

I()C十 二 I(j('S ('1際 1也ケ=千1!II些合) '〕

Cヽ1(i(|ちl lt“半二!1会)の 共卜J事 比とし

て十七tl'■ 〔ヤヽあ十1+||しri/i」 ■
1和〕Jナ ー′

の 11■11文いための生■を 日/1ヽ均力す るた

い、 Ⅲ FI:1上に■いてれ に1来安li、夕R峡|「、

こたriit年、大学■を中心に|ア(頼したが、1比

i=て Fikt!さ 'とすこも●〕は気吹「iのド十1コJLα)

r i  l t ( lⅢⅢ l～ l J F I ) r‐ ものの小てわ

●|■ |ヽ ■Lに ■いてk工 1険高!的力とい'

i l■■ ! )■■I JとそのよF■‐をすと行するとを,

ち ,、 句■t月 の市力を■'H t  4し亡す。

ml l【|1処 !た■

,イ)'十■|とⅢ≧子と

ぉ岸rili tンタコにといてtiデーグ打ヽ多

く、|つ iliキI景土資|十として利1村行lriの十ちい

す―グについて、住 ■吉|うlFlによる夕出百J

ば工9ア !|;む工ひ文frcの'【碇it/1おドt!化

11■とを支地することitしている。

すなわ |,ⅢⅢ■|にとれをとをとするデータと

してli告11、STD、 BT、 これ、ijl卜汚共、

Iji!li、i]二1走■、渡於、科汐、沖合'|く、十す

|ビ」虫、十li也 1杉、れ洋生句、主力、地確女

■の切ド!てあるが、七/ク ーにおいてはこの

lti ti'に■ 高i各 キ狙Ⅲi ll■をi土立当1'より

flⅢⅢ Jユ tl[t′、こ|〕|【イキrii、BTに つい

ヤ
` `― |I JモIt t,~rl 十[.

l Si岐 に|,( てヽはキ'f4!■け渋十1を字t地す

る111Ⅲ戒とと■ttrtt'つ ようられ|1汚サt ll

11に|!'|'あ た●、■十1!lL争出データ妊1吐

を"iiFら ことに |「it

―
）

へ
】
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な■昨年,こたした海十卜Fi 千ヽt ll正査におい

て、高t述の||■化を必字とすら4■1151「i日

中、タマに侮 住セでのものは1位4嘱 ユⅢ!、

211■】に富ドし、 3化 科!ia源!、4 LSI Drr

刑あヽ工ひ|||||と定点■‖!、6生 |こ|千汚楽伍ilで

あっ1 1 ( J O D C ニュースN 。 5 、1 1 ペー

ジ)の て、この中を考ほし19年 十五!ユ昨にた

れ、fllttE、 STD、 活Ⅲ,とriのす|十1,1'Jかて

とるよう々 力する ,,とです)ら.

(←|にを,】i ll十め

48年 |工における作|イ=コ |の挙準化に'生帝

両は沖合盗十13 ⅢO中‖!■、十11■!tキヤ10000

淑!,ギiであるc tti岳1氏11ltことして,Jiど,すよび

んのものて、Ft近を1対しつ あゝるi下||・・域よ

■|の'水 に応えるたI)のものてある.

な十操■化処理の内本は中=ユ 上に1すする

水lt、“i分、浩な校■の内姉:1算モ、力水宮と、

比′ヽアノマ リー、タイナミックデプスアノて

リー、古述十の「1算を合! 、ヽ宗点 士Dn ta

Rtpolt oF CSKに 1」歌さitている|レ式で

これ らのギflとは観拒i!'tL機月にと
'iと'1ると

ともに、セ/′ ―に■いて tパ ンチカード十

二ひたタテーブイ■て,一 イを|'ti十している。

1+とングーに十いて■CSKと i■14つ いて

佐先的に||!■:[ンているか、11にこのような,|

i,イヒⅢ!生を(をいてお■|される戦関かあれ まそ

の;た もして下さい。

||七十1士てセンクーでf■イヒ処1をしたf!″ヽル

はれ1 , 1 の十とりである。 ( 玉1 外よ■をl j てく)

(市洋汚材琢 調」資■|)

卜際的な標準ヨ=ド かまた決定 してないの

で取 りうえず、国内を,付定 ヨードを作成 して

,iLす る予定 である。 18年 度には3,000

刑サlfを夕Lirする:I Fiてあるか、本午 lr_l lf料

収埼玉 率理 を主として,た化 して行 く予定であ

る。

い| フ ァイル妊と

(各1毒わ押1資|う

昭和 16年 性せてに1崇準化処rとどt了 した

t/1村観Ⅲith Ⅲl第 1■ にィJ しヽた十をりであるか

これ ら止各吐rJⅢにパンチカー トてl141さ れ

ている。 これらのパンチカード11■ 人ないに

なるか、現とi rr人=れ た人i!官七十il i↑卜によ

りⅢ気テーブにケ表されつ ■ゝる.な 'ち`、パ

ンチカヽ ドは約350万 itに走するため、融

気テ,フム、の生jl作業t147争 ■末か ら4ヽ

年ヒも初にかけて社けられる予定てある。

こ打 らのテ ーノtよlL II】Jデータ磁気テープ

として1水十され、れお別デークを必要 とする

オ!月者のために年打ちされる。

さ らにこの航占】1デークに 'tテ ータエ)、

マーステンス ケアー (10・ 方十F)lC方 ||タ

(ロホ近れについては 30′ 方,レ)、 年ガJ、

月5!、 1柱1月うけキのⅢ険いこファイナ'し、 い 文'1テ
ー

ーグは 夕iテータを作1■する。

なす、これ らのテーブは米国のた汗生llt

ンクーより送行された七|★】Jデータ,■ テー

ブ C(子 洋令域にふ|するロイ(以すヽのデ ー′約

税 〕去  各 官説,in十1標車処■状況

彬 IW r_fJjl申歓 才lF■q:Ⅲ教 | | 組 ド! 年 考

れ_■'安庁

気 女  F

水 十  li

大   ■

2 2 1 6 5

2 3 4 1 8

1 9‐3〕 5

1 , 8 1 3

1 1 3

4 ェ, い9

1 3 Ⅲ 6 0 6

9 6 S

2 2 3 0 8

2 F 1 7 2 7

〕5 6 , 4 2 1

2 ‐7 8 1

19 23-〕 972

1 9 4 F - 1 9 7 2

1()29-lt,69

195 3ヽマ19F()

格Lすと府Ⅲよ試を含む

CSKり ]係は怖|かれている

9(j711 1 1 2 5 2 6 209237
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数万削点)と 併せてファイルされらす定てう

る。 このファイル作業は今後れ年 1～ 2阿 ●

施され、常に所 しいデー′が up-lo'dat●

に維持されるてあろ う。

(七流駐誤↓食村)

昭和46年 度に異常翻位の原因を調■する

ための一助 として、科学技術庁の特方け研究促

進調整女を得て 1953～ 1967年 のi`市iど

資料 (GEK)約 5万 測1点を禄準化処itした

ものおよび45年 度までににI聖したもの と|十

せて、約 61,000測 点のテ ークかは,か"は、

地域別デ ーグ磁気テ ーブとしてファイルされ

る。

し)れ ど1処理

(各悟観抑1食キ|)

前l■の地域 F71データ艇気テー/よ りよの よ

うな海洋環境基本続計 (年■ よび月のメ年■

計)を 実施する。

o統 計内■

デ ータ種 □ 水 温、塩分、磁ネ、たよ十11ム

ダイナミ′クテフスアノマ リ

ー、水中者遠の 6'■ ↓ よび

透り]岐

泣計IF口  平 均1ユ、字と倫■、熊大に、

立大平均1と、最小|と、斌小Jr

均1こ

統 計泳度  0、 10、 20、 30、 50、 75、

1 0 0 、1 2 5 、1 5 0 、2 て) 0 、

2 5 0 、 3 ( ) ( , 、4 0 0 、5 0 ( ) 、

6 0 0 、 7 0 0 、ヽ 0 0 、 1 0 0 0 、

1 200、 1500、 2()00、

2500、 3()()(人 3500、

4 0 0 0 、 4 5 0 0 、 5 0 0 ( ) 1 1 1

統Hf期間  1930～ 1969年 の 40

年間

抗言十ⅢL1  0～ 50C｀  100-160・ E

の1も出の 1・ 方形 (日本近十1

については30′ 万'レ)

なおこれ らの抗首にはよのと|'環境閲の

原稿作成に使用される。

1)提 供たな

十Ⅲ llF'■ 工`び卜1イj句によるデせよ

(■親の,Jよ)

a  C S Kニ ュースレター

b  J O D C‐ ュース

c  」 O D C ‐ ュース ( 増¬| | う 年 1 い1

(f和 47年 皮国内 jj!キ測 王ユ 施状況十

よび1己和 48年 岐l■u内 お汗説41え砲 計

瓦)

(デークのlt供)

a  D a t a  R e p o H  o f  C S K  年 洵 3 0

抗海 ( 3 0析 1 )

( 1毎|■巳"■ l■)

a  C S Kア トラス

1 9 6 S 年1 月～ 1 9 6

況 i

b.れ i■tr tg赳(品侯のみ)

V 。1  6

9 年 3 月 のr '

告やや散コiよ` り 立吉1結来の中、年の黙

年抗計に もとついて、水温、塩分、核

ネ、市水七lr、タイナヾックテブスア

ノマ リー■つ 要糸について、 0、30、

1 00、 2()0、 3(〕()、 500、  FO()、

1 0 0 0 、 1 5 ( ' 0 、 2 0 ( ) 0 、 3 0 0 0 、

4 0 1 1 、 5 0 0 0 、 m の 各浜 度 に■け る

分布を示すヤjl撃 境基本」を竹:放す るc

48年 度は補rFすでとし` 49年 ヒに

¬1行の 予定である。

ロ タ よ による提供

a。 女萩、と 占手の問党および被 4‐物に よ

る堤償。

口内外か ら収|:さⅢlている1文献、四Li

キの 増境は角1有て、収ヤ!に よリ ビロツ

クス年による技与サービスを有 なう。

b 字 十十二化Ⅲ上型tキ食■12)t―供

各十と●!‖サな■,、た血ユ世し食ffの■準化

処r」をた ↓
″
しているもの罰 trユ別デ ー

グ声ユひ地 域与!テーダ転気テヽアにフ

ァイルされ、これ らのテーグは要求に

より、jI誤される.

c。 泣計Fi■p掟 棋

市古の十!Fしている各昭勧コ1、たHi t l l

年 4H

年 4 』

―
サ

へ
】
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減iデーグについては露よに1とじて主供

,  _ o

d.各 幅観Л」資■,の標準化処テせ

各慣喬いⅢ食申については要求に より標

準化処理を行ない、自j字リス トでF―を|

す る.デ ーグita在 1～ 2ケ 月以内に

共 渋でとる十定で ある.

e。 1肯1比足rl―

必要とす る 市‖■・よびデー″が、いつ

どこて■と化され、どの ようなデークか

どこに保吉されているか等の情ヤRを提

供すら。

'  ヽヨ 捺4ヽ 交換

問内れキ刊合計画てDヽ Pせ たはCSK■

のlTl珠紛 句汎企として報をされたものにlR O

SCOPお ょび標■化処F!t了 後のデ ークを

ittt rtr十1セングーに tl付している。

また各lrl係歳
‐rに 持いて、 1界 生十七ンタ

ーに保管されている国外資持を必要とする場

合にはに接かなたは当センクーを通 じて世界

資料セング ーに要求すれは、 比l■を受けるこ

とかできる。ただ し、佐ィのよ猪 は午何変枚

のペースににって、,〔刑として無||であた)。

この工うなシステ とよ 二1際交換の 「「|夕を さ!す

るためのもので、 IOCの 日除資料交換'|」

に もとづくものでうる。



1 2 1  新庁舎 にお け る海洋 資 料 セ ン ター

昭和 40年 4月 設立された海洋資料t/ク ‐ti、 日7k路部庁有本堆 3時の七象抹事務士の一f〕

において与務を的始しナ“ そVTl後成有資|り )■加及び資料処処方式の充亨tと相r4って、に!Ⅲ141

年8月 工り桂内中央市1カ啓 りの 日本路部女十1令Hiの1性にネ格主、 2階 に食十ltrt,Jiを'い て、

昭末147年 11月 なてその設立F‐旨に沿つたれ洋情il及び ll料の一元伯収年ま 処■ I‐びにそれら

の提供に努めてとr_

昭和 4F年 12月 7【路部苛lT合が完成するや 句月S日その7時及び8階への移転を先了し、 司

時に水路部に導入された電子計算機を生用してのIr半求境位計、海半汚染資十1の処理Ⅲ時代の'

市にはじた業務を実流す ることとなつた。す「1合にぷr)るた洋食将セングーの各生の配ことその

概受は下記のとあ`りである。
マ

十毎|キ資■トセンクー各室日こヨ図 (71N路15庁合 7階)

いつ 81rによ十1年liか ある。

れiキ☆十1七/′ ―缶兵の机肇

事務室

所長
rkじめ11名 の蛾長が、平常このとにおいて 工本に定事している。

関寛室

国内外の関
14‐i串 から'スキした海洋方す、回書及び日Fiをこのiに 生軍、保itし /~く問覧にい

している。

な十、この室の一Llにテレックスエil古よユが最ましてある。

一！一　

．
一≡
」ｉ
■
ャ
一．「

年

ｉ

車

ｔ

ｉ

ャ

　

！

Ｈ

≡キ
一
ｆ

一
ポ

「

′
■

，
■

「

言

　
　
　
！．

≡
「
「――
…
ど
！
ｉ

▼

一」‐‐，……〓‐」」，一，一“中」一Ｐ，」い」」一
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マイクロシステム生

作にri■|のマイクロフィル ム化及びその提すに必要なマイク■■影性、 白男現像撃、 リーター

フリンター立びに各|こ情手'実の作成に必要 なレックス象よ検、蝙転|なかt抑品してある。

上キヤ処'電fた

このとは特:!生湖設備を有 し、収liしたri■|の評価のちの日化やれ汗衣 )統 計十i呆キの ■化を

行なうためのデイツクルXYプ ロックーを怜えてある.な lD、ほ夕tテープは この生に1lt皆[ンて

いる.

カード保inf

た十十tH lセングーの上士以 来において標年化処理済のたキ観測デ ーグのパンナ カード約 351

万枚を杓 10■ の カー トホックスにl1/1をして保帝 している.な す、 この=は 除泣生駐をlhえて

しヽ る。

4丼+はf

ぶ隣に[らつて、た洋ri■|セン ターの党 Jヽ荷物のイf庫品及び各戦 掲か ら収実 したれ十1争乱共■を

空lL、供十 している。

iL f計算職二卓

高性“|■hii![ンている■:、十=洋二■ltン グーの使用衷度はTpJ 4て十:5くヽ セングー取!tかギ|に人

出して、ti■デ ークのlr 及 び抗 占牛に止tiすら.

- 1 7‐



13) 大 型 電 子 計 算 機 の 導 入 と 資 料 処 理

の 拡 大

海洋台‖ セングーにおtHては設立以来、1句

際海洋資料交換の フォームおよび人虫/4S足を

考慮 して水路部にあ った電子計算戦HIPA

C103を は州 しないで、夕ヽ吉この電子古「"枝

に よる体証拠f室を実施してとた、―処れ完了た

のデ ータは 80欄 のパ/チ カードによりll符

したため、 IBMの パンチカ‐ドシステム段

はをセングーに設置 して、デ ーグの交換キに

対処 してきた。

このたび、電子計算機HIPAC103の

代誉段として、大型電 子・討算機NEACシ リ

ーズ 2200、 モデル 500が 与入されたの

で、 この機 r―にた汗食|十七ングーで外部低モ

に よりえた してとた悼準化処ユと業務を内部処

理に 切り啓え、凛キ化l ltlせ!とをおⅢEすると同

時に、 註こ以来パンチカードて革 検されて き

た標準化処理斎食料の磁気テーブケjuを11批

し、成海加デ ーク、地域号」デーク、洗|■テー

タが効果的に斉」用者に提供され るようにir十七

してい る。

なお大型電子計算戦を使用 した存キ食■セ

ンターの新 しい業務内容は、前述の 18年 宝

業務計酌 を参IRされたい。

現在学準化処|[を■了 した各恒ユ刑食十「約

10万 tr,く(パンチカード約 350万 ■)を

俵気テ ープに変換 しつ ゝある。

ちltユ!★:「■上占

カード抗取ナ ヒ

トランスクリノション抗1快THt能

カード午イ[怖J御部

カー ド多子L‐■占

紙テ ‐ノ入力長世

和〔テ ーフ由ブ」=fと

イングーネルダイマー

棟作■

ニアック ライク

廓制ヽ汽 盤カード字礼殻

カグカナけん館ヵ―ドタイし歳

カグカナれん 盤カー ド技孔殺

これらの設キl t t l hは謀電 ■言|=歳 j~てf〕1

してt4る。

こた、ディツタルXYブ ロックーカt七十F

う1「H7のオフライン1校件として、と,十l r i■セン

グーのri卜処l_室によ怪 れた。

，

一
仁一　
（］　　（中　　一］　　（【　　ふ
「　　一一　　
一一　　
一］　　一］　　｛」　　
一、「　　一「

NEACシ リーズ2200モ デル 5

+計 算機機器構成

中央処虹長占

付力「足情

記憶保護機能

磁気テ ープ市t御:じ

磁気テ ープと置

800BPl付 加機構

ディスクパ ック仰1御部

ディスクパック装置

ディスクパ ′ク

パ ン■カー ドか ら磁|■テ ークに変換中

00こ

一
沖
　
　
・、
コ
　
　
・ 、
中
　
　
一
中
　
　
（
［
　
　
一 、
］
　
　
（
「
　
　
｛
中
　

一 、
Ｌ
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に1  海 洋 調 査 報 告 ( R O S C O P ) の 受領 状 況

昭■H47年 l_よりROSCOPフ ォームによる 7r汗調査報告の実施について、各は向に問す」i

十慎いして十,ます|と、現在亡で受快したものは下記の工)です。

t

(昭和 48年 2月 28日 批在)

桜 l l

tt 海  数 報 告 さ れ た デ ー タ方! の F T わ放

|」際 DN P
NON―

「2N P帥帥削

海前じ

観 狽1

夕i 去

読 』!

●
功一班以

型
!■」リ

その付4

のあ刊!

国  内

Ⅲ に保女 庁 不 府
‐

3 4 I

女i 女  庁 本      行

面r iた |千ヶiょ 古

ⅢI声   ″

長崎   ″

差 鴛   ″

1

2

1

1

1

5

1

1

水  よ  |す 日宰ミ51t研 克所 1 1 1

亜 Fキ十斗 学初il 在 地 セ ン グ ー
1 l 1 I 1 1

大 二■妹立大学水と

学 者じ

lFL電島大学内生学者じ1 1

1 1

1

1

1

1

1

1

】

者は止府,よ 亡

京峡場

秋 田燥 水よ式破坊

山 出県 内海 水 ど |

ま政場     |

2

1

」ヽ : | 1 2 6 | 2 4 2 0 1 5 1 l F 3

(回  外 )

ビ S.S R CINR0 1 1

占| 1 3 6 6 2 5 2 0 1 5 1 1 7 3

- 1 9 -



口  受 領刊行物

(国内)

昭和 17年 10月 から昭|‖48年 1月 =で に立ユ したと'コ|li物tよ下記のとおりである。

白   所 吉   熟    名 出   所 占   |;忘    宅

十 1

捧傑れ浮労換ii

千申F臣 キタh

則 Ⅲ'半女し新今

)抗通帥
研tal

則止十1蕩千

南五海区水r
げr移方

ロラン ・テーブル 2 H l

″     2 H 5

″    2H6

昭和48年 末担〕宙進

沼和48年  副 汐兵第 2巷

ょ落郵 第92号

小驚i既狽峠 tれ キ流第105

ホ路も略母l片比!第8与

苗和4S中 齢動勤 世角表

F_肖早析速章はいⅢD

た洋速報 lF年 18ち ～231j

■S 4 二1 月2 号

ほ科幹十 七lF年 2'3号

研院斗争 第 lSを 1号1、 2古|

4垣 1兜t HPrにあ,31～ JⅢ l

抑"民寺報 第 39を 7～ 101テ

技術申告 80号

伊;チじ1学よ 21を 1～6     1

4 8 1 部コ坐
      |

れ浮汚染観狽1速報■1号      |

:"十支i森 _】片古i広 lJ      I
|

句千立れ前i末Ill‐16～61   +

衝キぷ R拡 247～ 21'  |

lifi■,打 6]       |

内日本ittti」‖SS9～ 89F  I

研お苺 、!予'3S号      |

47年 抑 瓶 怖 占 差 烈 レ

ロック■す位受よ
    |

Fl iげl貯献 8、91011月    十

ば 846年耳キtⅢ

品 味k塩 〕甲

町対

裾 r 2月

"工 崎! ″  |'tオ 【 "lS～ 35

1サfiiぜt笠分|う111111j=||むあ23～ 42

Ⅲ    ,ま 観よい 10,1112)1

″
0(■ケリ  ″

  10｀ 』1'12カ

十■
1!生曲費ら 定綻 貼川F対 12)1

,1妹  ″    |=十 日15午 仁il指貧あ年十吹

|ヤ比| ″   点 :it'憶1 7～ 10

″   "ヤ 化章キ 1号

J際 ″  定 劇 」節 ヽ 10 , 1 1 , 1 2月

「ぃ ″ | ″  1・ 121)」

■1府 ″ | ″  … lo月

「欧 峠 ″
 |  ″

 9 1 0 1 l Ⅲ  2 均

″  4F購 ,1ズ胡 姓網 播能早
|却

; 品罫譜符.1列
″    |■ ばデ兄■T陀 F18〔 )10月

|
1,比| ″   1常 生!tキ1 11じ

″  115!世 上 4+ト

″   IJ5■ 互よわガとⅢ↑庄年末ヤ由|||
|

十!|ILji ″    ⅢⅢi比土■lt,こ 9‐1()1)'j

lも|り| ″   1定  t iFii 01011、 12)i

″  |‐ 市■IF'セit!1 3'テ

″  | ! l i」i j l :Ⅲl■洗■十i―'1・!

ヽ

ふ
Ｈ
▼
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, | !【ら|    ″

tJt岬〔  ″

竹与11!手】,‐コ=

い御!|十lh☆
刊`Ll■4キ
球tちげ〔it,!|―
‐■ナ‖fl‐ili.

H■Ⅲ li■ F`■ よ 'と 高 '|十1

均 ti Fi,■ |ぃに|: 」55'テ

i切:滞r拭た4rう
|!|■lⅢⅢlK K ■'1111! Ⅲ

!rlLやi l: 1占 ヤ,i!と |■卜 1中 '!

41■☆ず■す、十1■た■■!= li
il十litil'it十■= ■|,I十1わと''イ トテア ン|'

γお―フJ111111Ⅲ lj

山
|1株it十‐iえ

r l l■" I W i  f  i J■サⅢ ■
|

■|IⅢⅢ,tク':―プ|!|;丁|■十と

|, A十 ン タヽ 1古1・/ _ i t l十ょ

1 1 1 1 1 2 1 !

t , 1 ( ) 1 1 1 2 1 1 J

! 1  2 5卜 1 , t

i ヤ1 亡

-21 -
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1 6 1  既刊 干」そ子物

( 1 ) 遂次刊行物
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Cat■ 1。Fut of       は [1■日!1 6 +■3ナ1   1″ 1
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